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fig. 1 展示風景










































































































ルーヴル美術館、Inv. No. M.I. 674; g. 4）、および近年
新たに収蔵された《悲しみの人》（パリ、ルーヴル美術館、


















































れてきた作例（ cats 22, 23）の 22、ティボーによるディジョンへの帰属変更は、具体的論拠を欠いたパリ様
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